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「表紙のひとこと」
世界最大級を誇るイグアス大瀑布の光
景。ブラジルの自然美とエネルギーの
象徴だ。
（65年生まれ、早稲田大卒、博報堂入社。
93年に退社後渡米し、独立。ニューヨー
ク在住。www.katsutanaka.com）

　レアル・プランによってブラジルをハイパー・
インフレーションから救い出したフェルナン
ド・エンリケ・カルドゾ元大統領（任期、1995-
2002）の祖先は、ブラジル中西部のゴイアス州
の出身だ。カルドゾの政治的自伝『政治の技芸』

（2006 年）によれば、曽祖父フェリシッシモ・
エスピリト・サント・カルドゾは二度にわたって
知事（当時は県＝プロヴィンシア）を務めたとあ
るが、正確には帝政末期に三度知事職にあった。
　現在のゴイアスの州都は人口 140 万人を擁
する近代都市ゴイアニアであるが、この都市は
内陸部開拓に乗り出したヴァルガス政権の時代、
1933 年に創建された。フェリシッシモが知事と
して執務したのは、そこからほぼ真北に約 150
キロ離れたゴイアス（通称ゴイアス・ヴェリョ）
であった。
　繁栄するゴイア
ニアとは対照的に、
ゴイアス・ヴェリョ
は人口２万人のひ
なびた田舎町であ
る。町の中心を流れるヴェルメリョ川は、アマゾ
ン川の支流の支流だが、ここ出身の女流詩人コラ・
カロリーナ記念館に通じる橋は一跨ぎで渡れる。
こんな奥地の小さな町も、毎年６月には多くの外
国人を迎えて賑わう。世界的に有名な環境映像祭
が開催されるのだ。また、2001 年には、ユネス
コの世界遺産（文化遺産）に認定された。18 世
紀前半、ブラジルではゴールドラッシュが起きた
が、1720 年代、ここでも金鉱が発見された。最
初の発見者は、サンパウロからカンピナスに通じ
る高速道路の名にもなっているアニャンゲーラ
であったと言われている。この町が正式な行政単
位となるのが 1736 年、ゴイアス州がサンパウ
ロから分離独立するのが 1748 年であるが、そ
の後、金採掘が急速に衰退し、歴史の中に取り残
された。コラ・カロリーナ記念館
も 18 世紀半ばの建物である。
　金鉱発見者たちはバンデイラン
テとして英雄視されるが、生存を
脅かされたシャヴァンテやカヤ
ポーなどの先住民、採掘労働に使
役された黒人奴隷の抵抗や反乱の
記録も多い。

鈴木 茂（東京外国語大学教授）
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　「マイノリティ」は日本語で「少数派」と訳されること

が多く、特定の社会などで数量的に少ない人々や集団のこ

とを一般的に意味する。ただし、マイノリティを「社会的」

に捉えた場合、数量的に少数派ではなくても、所属する社

会の制度、規範、権力構造などとの関係性において、共通

した自らの属性により弱い立場にある人々や集団もマイノ

リティと認識される。このようにマイノリティを社会的に

捉えると、特定の属性やアイデンティティを有する人々や

社会集団が浮上してくる。それらは、身体的な差異にもと

づく人種や肌の色、文化的に異なる民族や宗教・信仰、社

会階層的に低位の貧困・低所得層、社会の差別的な構造に

起因する身分や出自、人の移動による海外・国内の移民や

国民国家を基準とした外国人・国籍、性をめぐる女性・ジェ

ンダーやセクシュアリティ、年齢に関する児童・若年層や

高齢者、偏見との関連性の強い障害者や疾患者などである。

新旧の社会的マイノリティ

　様々な社会的なマイノリティのなかでも、ブラジルで

はアフリカ系が旧くから顕著な存在だといえよう。IBGE

（地理統計院）によると、1888 年に奴隷制が廃止される

まで 400 万人以上もの人々が奴隷としてアフリカから連

れて来られたとされる。2000 年のセンサスでは、人口 1

億 6980 万人に対し、アフリカ系（黒人・混血）と自己

申告したのは約 7590 万人と全体の 44.7% であり、数量

的には必ずしもマイノリティではない。しかし、CEPAL

（国連ラテンアメリカ経済委員会）によると 2000 年のブ

ラジルで、生活に関して物質的に不十分な状況の人々は

約 9154 万人（全人口の 53.9%）存在し、その半数以上

（55.0%）の 5038 万人がアフリカ系であった。つまりア

フリカ系の人々は、異人種間の混交が進み「人種民主主

義」神話の影響が残るブラジルにおいて、数量的にマイノ

リティではないが、植民地遺制が残る差別的な社会構造の

なかで奴隷起源という身分や出自から、依然その多くが社

会的なマイノリティであるといえる。

　また近年、数量的にも社会的にもマイノリティである同

性愛者などのセクシュアリティが、新たな問題として注目

を集めている。セクシュアリティに関する権利や状況改

善の主張が活発に行われるようになり、サンパウロでは

100 万人以上が参加するパレードが開催されている。そ

の一方、セクシャル ･ マイノリティ嫌悪の考え方も依然根

強く、同性愛者を狙った暴力的な事件なども発生している。

マイノリティの社会への包摂

　社会的なマイノリティの多くは、植民地以降のブラジル

の歴史や社会構造のなかで、迫害や無視の対象とされ被支

配的な状況に置かれてきた。しかし、近年のブラジルでは

文化的な多元主義の普及や価値観の多様化が進み、社会的

公正をめぐる意識が高まってきている。そしてこのような

変化を背景に、社会的マイノリティを市民として社会の正

規の制度内へ包摂しようとする試みが見られている。

　アフリカ系の人々に対しては、大学入試や就職の際の優

遇措置「アファーマティヴ ･ アクション」が導入されるよ

うになり、アフリカ系のみを対象とした大学の設立や雑誌

の発行も行われている。ただし、ブラジルでは混血が進ん

だことに加え、人種や肌の色が自己申告であるため、その

特定や選定が難しいという実情や、「人種」を貧困と結び

付けて問題化することへの批判もある。セクシュアリティ

をめぐっては、2011 年に最高裁が同性婚を合法と判断し

たことで、ブラジルでも権利や法的な保障の整備が進めら

れている。

　このような社会的マイノリティの社会包摂を促す試みは、

ブラジルの社会や人々の意識に一定の変化をもたらしてい

るといえる。しかし、対象とする問題や関わる人々によっ

て普及や効果に差異があり、特にマイノリティが数量的な

少数派でない場合、社会の全体的な構造変化も必要となっ

てくる。そのため、社会的マイノリティが抱える多様な問

題や状況を根本的に改善することは、寛容性を特徴のひと

つとするブラジルにおいても容易ではないといえよう。

近田亮平（日本貿易振興機構アジア経済研究所副主任研究員）

ブラジルの社会的マイノリティ

ブラジル・ナウ
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ブラジルの環境問題と
環境省人事

●特集● 環境の世紀 主役はブラジル

7

環境問題とは

　ブラジルの環境問題は、熱帯林の消滅や大気や水の汚染
や廃棄物問題や景観と街並みの保全など多様であるが、政
府はどのように対応しているのであろうか。法律について
みると、環境法制は先進的である。しかしドイツを代表す
る環境学者のヘルムート ･ ワイトナーらがかつて指摘した
ように、ラテン・アメリカでは「実施上の欠陥」があって、
進んだ法制通りに環境行政は実行されていない（Weidner y 

Hilker 1989）。その理由として行政の汚職 ･ 腐敗があるが、
ほかに官僚の人事異動の頻度が高いことによる行政の一貫
性の欠如を挙げることができる。最近は情報公開が進み、
過去十数年にわたる全幹部の名簿が入手できるので、人事
異動が分析可能となった。本稿では最初に、代表的な環境
問題の現況を確認した上で、後半で連邦環境省高官の人事
異動を分析する。前半は山崎が担当し、後半はブガリンが
執筆して山崎が和訳した。全体の内容を両者で調整した。

自然環境の現況

　まず最初にアマゾンの熱帯林について。環境省（MMA）

とブラジル環境・再生可能天然資源院 (IBAMA) の努力の成
果で消失の速度が 1995 年や 2004 年のピーク時（それぞれ

29,059 平方 km および 27,722 平方 km）より低下している。最近
の消失面積は毎年約 5 千平方 km（日本の千葉県の面積に匹敵）で、
ピーク時の 6 分の１である。この改善の主因は環境行政の
保全機能が向上したことであるが、後述する。
　次に生物多様性条約の問題であるが、保護と保全（持続可

能な利用）に分けて論じることができる。まず前者について。
ブラジルでは、2004 年までのデータに基づく推計で、627
種の動物が絶滅の危機に瀕していた。約 8 割の絶滅危惧種
は、大西洋森林帯（Mata Atlântica）とセラードに集中してい
る（Alamanaque Abril 2015）。セラードは一見「荒れ地」にも
みえる草原地帯だが、豊かな生物多様性を有している。近
年大豆畑が拡大する中でオオアリクイなどが絶滅の危機に
直面している。後者の保全（持続可能な利用）については、遺

伝子の原産地としての権利が国際交渉の議題となっている。
ブラジルはキャッサバ、パイナップルなど多くの食物の原
産地であり、環境省内に担当部署を設けて ABS（Access 

and Benefi t Sharing）の交渉に臨んでいる。
　今回は産業汚染や街並み保全や廃棄物問題など他の課題
を取り上げる余裕はないが、「実施上の欠陥」という特徴は
現在でも認められ、「法は進んだが、現実には保全は進んで
いない」という状況は多い。しかし熱帯林の保全については、

「法は進み、実際の保全も一定程度進んだ」といえる。環境
省に何が生じたのか。

法の執行体制と政治

　周知のように、環境省、IBAMA、連邦環境審議会（CONAMA）

の３機関が環境規制と環境行政の執行についての最重要機
関である。途上国での環境法制の整備は過去 20 年間で大
変進み、ブラジルの環境法については日本にはない環境犯
罪が法制化されている（1998 年）。執行体制であるが、過去
の行政に問題があった場合、政治による新しい人材の投入
は行政の質の改善をもたらす可能性がある。過去が善政だっ
た場合、政治的な人事異動によって状況が悪化する可能性

もある。
　2000 年から 14 年の 15 年間において、ブラジル連邦環
境省は、表 1 に示したように、5 人の大臣を迎えた。
　この 15 年間について、環境省では比較的大臣の交替が
少なかったといえるが、しかし官僚の上層部の人事異動の
頻度は、図１に示したように、かなり高い水準を示している。
ブラジルの公務員のほとんどは、誰にでも開かれた競争的
公務員試験を通じて、選考されている。2014 年時点で、
連邦政府の職員数は 100 万人強で、人口の約 0.5％を占め
ている（ちなみに日本の国家公務員は 2013 年で 63.9 万人で、人口の約

0.5％）。しかし大統領と閣僚は、官僚組織の上層部のポスト
について自由に人材を配置することができて、こうしたポ
ストには、キャリア官僚か、または民間から登用されたノ
ン ･ キャリア人材が就いている。これを DAS ポストとい
うが（higher directors and advisors のポルトガル語の略語）、2014
年現在で 23,256 席あり、その数は全連邦公務員数の 2.2％
に当たる（日本の政治任命ポストは、閣僚を含めて数十席のオーダー）。
Lopes, Bugarin and Bugarin (2015) は、過去 15 年間の
ブラジル全省庁（連邦）の人事異動の頻度を分析した論文で
ある。分析方法として、まず最初に、連続する 2 年間同じ
ポストに居続けた DAS 公務員の割合を算出した。次にそ
の値を１から引いて得た数字を DAS 異動率とした。図１
は、この 15 年間における環境省の DAS 異動率と連邦公務
員全体の DAS 異動率の平均値を表示したものである。
この図より次のことが判明した。第 1 に、2003 年には環
境省の DAS 異動率と連邦政府全体の平均 DAS 異動率の
両方が急増している（前者が 70％、後者が 50％）。この年ブラジ
ルでは重大な変化があった。すなわちブルー ･ カラーの従
業員が連邦大統領に就任するという前代未聞の展開が生じ
たのである。左派政党の PT（労働者党）が穏健政党の PSDB

（社会民主党）にかわって権力を獲得したのである。このラディ
カルな変化が 2003 年の高異動率の主因である。
　第 2 に、2001 年と 2008 年について、環境省での DAS
異動率が連邦政府全体の DAS 異動率平均値と比較して非
常に高い。これは次の２つの異なる方向性をもつ力が働い
た結果である。まず前者について、1999 年にジョゼ ･ サ
ルネイ ･ フィリョ氏が環境大臣に就任した頃、環境省の官
僚システムは非常に動きが鈍く、同省はその使命を適切に
果たしていないと、広く理解されていた。そこで 2001 年
に大臣は省内のすべての DAS 職員から辞任届けを預かり、
重要な行政改革を断行した（Ricardo Barreto 2001）。これは政
治任命による人事異動が環境行政の質の改善に役だったと
いうパターンである。後者については次の通りである。マ
リナ・シルヴァ大臣が、環境を保護し熱帯林の消失を減ら
すためにより強い規制行政を実行して、公共政策の形成と

実施における環境省のプレゼンスを増大させた。シルヴァ
大臣の業績は国際的に認知され、2007 年に彼女は国連か
ら「地球チャンピオン」賞を授与された（Andrade 2008）。
その後農業省を通じた農業部門のロビー活動（農地活用のため

のより大きな自由を求めた）と科学技術省を通じた遺伝子組み換
え作物の生産者のロビー活動（規制緩和を求めた）から、彼女
の行政への強い反対が生じた（Thuswohl 2008）。その結果シ
ルヴァ大臣は辞任し、その後彼女は PT の環境政策に反対
する代表的な政治家となった。そのため、後を継いだ PT
出身のミンク大臣は行政上多くの変更をもたらしたのであ
る。

まとめ

　2000 年～ 14 年の期間の特徴は、ブラジルの政治 ･ 経済
にとって環境省の効率性と重要性が増大したことである。
この展開は政治面では、最初の頃についてはサルネイ大臣
の主導性によって、後半の時期についてはシルヴァ大臣の
５年間におよぶリーダーシップによって、実現した。さら
に技術革新も重要で、熱帯林監視の改善は、国立宇宙研究
所（INPE）の先端的衛星モニタリング技術の活用によって
可能になった（Ranjão et al. 2015）。その結果、環境省は強い
政治的圧力の対象となり、DAS ポストの異動率が急上昇
したのである。08 年以降の環境省の安定的な DAS 異動率
25％～ 30％をどう解釈すべきだろうか。政治的圧力が小
さいと見るべきか否か。また政治的人事異動は、環境規制
強化の方向か緩和の方向か、最近はいずれに効いているの
か。これらの点の検証は、今後の課題としたい。
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表1、過去15年間におけるブラジル連邦環境大臣

図１、DAS異動率：環境省と連邦政府平均値、2000年～2014年

大臣 就任期間 政党 備考

ジョゼ ･サルネイ
･フィリョ
（José Sarney Filho）

1999年 1月～
2002年 3月

PDS
（保守政党）
党員

父親は
ジョゼ･サルネイ
元大統領

ジョゼ・カルロス・
カルヴァリョ（José 
Carlos Carvalho）

2002年 3月～
同年12月 無所属

サルネイ･フィリョ
大臣の下で環境省
事務次官経験あり

マリナ・シルヴァ
（Marina Silva）

2003年 1月～
08年 5月

労働者党
（PT）
の党員

2014年に、ブ
ラジル大統領選の
候補者になった

カルロス・ミンク
（Carlos Minc）

2008年 5月～
10年 3月 PTの党員

イザベラ・テイ
シェイラ
（Izabella Teixeira）

2010年 4月～
現在 無所属

出所）Mauricio Bugarin 作成。
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出所）Mauricio Bugarin 作成。　注）MMAはブラジル連邦環境省。Average は全連邦公務員の平均値。

山崎圭一
（横浜国立大学教授）

マウリシオ・
ブガリン

（ブラジリア大学教授）
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ブラジルにおける環境
政策の推移～環境ライ
センスの視点から
持続可能な開発

　2014 年 8 月、大統領選挙を前にしたブラジルで PSB
（ブラジル社会党）のカンポス候補が飛行機事故で亡くなる
痛ましい出来事が起こった。支持率で 3 番手につけ有力候
補と目されていた故カンポス氏に代わり同党から出馬した
のは、ルーラ前政権下で環境大臣も務めたマリーナ・シル
ヴァ女史。その際、焦点となったのはシルヴァ政権が誕生
した場合の政策、とりわけ環境相時代の実績から過度に環
境保護を訴える政府を指向するのでは、という議論である。
特に経済界は、経済成長を阻害しうる程の環境保護を望む
とされるシルヴァ候補を拒否する姿勢を示した。これに対
しシルヴァ陣営が繰り返し訴えた概念が、「持続可能な開発

（Desenvolvimento Sustentável）」である。シルヴァ候
補はこの「持続可能」という考えを通じて、「環境保護の実
現＝一部の裨益者（経済界）を優遇しない政策」を従来の
支持層に訴えると共に、「環境に過度な配慮をしない＝開発
を阻害しない政策」を経済界に示唆することで、双方から
支持を得たかったように思われた。
　「持続可能な開発」は 1987 年に、環境と開発に関する
世界委員会（World Commission on Environment and 
Development）が、環境と開発の共存は可能であり互い
に配慮した節度ある開発の重要性を訴えたことを端とする
概念である。本稿ではこの「持続可能な開発」を環境ライ
センスと関連付けて論じる中で、ブラジルにおける環境政
策の推移を見ていき、これからのブラジル社会及び経済の
在り方を考えてみたい。

環境ライセンスの概要

　ブラジルにおける環境ライセンスは、CONAMA 決議書
01/86、同 05/87、同 237/97 添付 1 で規定される。ラ
イセンス取得は、環境への負荷が大きなインフラ事業のみ
ならず、製造業・農業等あらゆる事業を対象とする。事業
実施が環境に与える影響を様々な面から分析し、事業計画
時、着工前、操業前の各段階において、適切な対策が採ら
れている事業に対し Go サインとなる認可をそれぞれ与え

る制度である。事業を開始する為に、事業主は環境への影
響を防止・軽減する計画の策定が必要となるところ、本ラ
イセンスは環境と開発の共存を目指す「持続可能な開発」
を指向する制度と言える。
　「持続可能な開発」を達成する上で環境ライセンスには、
環境・社会・経済の三要素でバランスのとれた審査が求め
られるが、現状では環境・社会面により重点が置かれてい
る印象を受ける。事業主は事業の経済効果の他に、例えば
事業実施によるサイトの生態変化（環境面）、工事中に発生
する交通渋滞（社会面）等を考慮し報告するが、これら環境・
社会面の影響が憂慮される事業は、たとえ経済面で大きな
プラスが見込めてもライセンスが下りず実施できない。自然
環境や地域社会への影響を度外視することは許されないが、
事業がもたらす経済的恩恵を考慮せず、一概に事業のマイ
ナス面ばかりに焦点を当てて開発を進めないことは、長期
的には国民の生活が向上しないことにつながってしまう。
　しかしながら、ルセーフ政権第二期で再任されたテイシェ
イラ環境相は、環境ライセンスの目的を「限りある資源活
用の分析」とし、環境に与える影響を完璧に防止すること
が目的ではないと述べている（2014 年 6 月 2 日実施の公
開フォーラム内発言）。この政府からの発言は、環境ライセ
ンスが本来的には環境・社会・経済面のバランスを追及す
る「持続可能性」を指向していることを感じさせる。同環
境相の再任を決めたルセーフ大統領の判断からも、同政権
第二期の環境政策は現実的な路線、つまり開発（経済成長）
を実現する為、ある程度は環境への影響を容認する意思が
あると考えられる。余談だが、同相は 30 年間にわたって
環境分野でキャリアを積んだ実務家であり、連立与党間で
の政治任用により任命された閣僚ではない。従って環境省
の政策には閣僚の更迭等による政策変更が起きる可能性が
低く、一貫性が期待できる。

環境ライセンス制度の改正

　環境ライセンス制度には「持続可能な開発」を目指した
改正が必要であるが、既に様々な試みが行われてきた（下
表参照）。特に補足法 140/11 は、ライセンス交付の迅速

山口晃義
（前サンパウロ日本

国総領事館／専門
調査員）

化を目指して関係機関との協議や事業主との質疑応答に、
回答期間及び回数制限を設けたことで、交付迄の時間を短
縮した点から大きな意味があった。なかには期待した成果
を上げられなかった例あるが、ライセンス制度は環境・社
会面に過度に配慮した運用とならないように改正を行って
きていることが見て取れる。

 

　また、歴史を紐解くと環境ライセンス制度の改正には、
政治の影響も見られる。環境ライセンスの申請書類には、
環境への影響調査（EIA-RIMA）書類の提出が求められる
のだが、実は同影響が限定的と考えられる事業には、同
じ書類でも作成が容易な簡略版（RAS）の提出が認めら
れている。この RAS は、2001 年ブラジル全土で発生し
た電力危機後には電力インフラ事業に対して認められた
他（CONAMA 決議 279）、2009 年に政府が住宅供給プ
ログラム（Minha Casa Minha Vida）を発表した後には
住宅建設（社会政策）事業に認められた（CONAMA 決議
412）例がある。即ち、政策実行の為に制度改正が行なわ
れており、環境への配慮を飛び越えて政治によって、開発
が実現するよう制度が都合よく変えられているように見え
なくもない。
　本年 6 月発表のロジススティック投資計画（PIL）からも、
ルセーフ政権第二期ではインフラ整備の伸展が期待される。
同計画コンセッション参加の判断材料には、環境ライセン
ス取得の難易度が挙げられるだろうが、先の例に見られる
ように政治的判断からライセンス交付が迅速化するよう制
度改正が行われる可能性はあろう。特に中国の強い関心が
窺える大陸横断鉄道は複数の州にまたがる事業であること
から連邦政府管轄（Ibama）となる為、ライセンス制度の
改正によっては想定するよりも容易にライセンスが下りる
可能性もあるかと思料する。ただし、これらの政治的思惑

が見え隠れするような改正は、公共事業を促進する意味で
は評価出来る一方、環境への適切な影響評価の点では課題
があることも事実である。

まとめ

　ブラジルでは、1981 年連邦法 6,938「環境基本法」に
おいて、環境に関する法的根拠が初めて言及された後、
1988 年憲法 225 条では、国民に「現在及び将来にわたる
世代の為に、環境を保護し促進する義務」が定められる等、
国民に対し環境への配慮を説くことでは歴史が長い。他方
では、筆者の 2 年間にわたるサンパウロ滞在経験からは、
環境分野に対する一般的な関心はブラジルではそれほど高
くないと感じられた。2013 年 6 月公共交通運賃（バス・
メトロ等）の値上げを発端として、ブラジル全土に拡大し
た 100 万人を超える大規模デモ。国民の要求を直接聞け
るこの機会において、デモ参加者からは保健医療・教育等
の向上を訴える声が聞かれた一方、環境については大気汚
染等の公害への対策といった要求すら挙がってこなかった。
1992 年国連環境開発会議（地球サミット）、2012 年国連
持続可能な開発会議（リオ＋ 20）を開催したブラジルで
はあるが、生活に直結した公共サービスの向上、雇用等と
比較すれば環境への一般的な関心は高くない。 

　しかし一般大衆の環境への関心が低い一方で、メディア
では環境ライセンスに関連した記事、特に交付の迅速化に
向けた制度改正等の記事が定期的に報道されている。連邦
レベルでライセンスを管轄する Ibama は近年、審査にあた
る職員を増員する等、取り扱い案件数を伸ばしており審査
の効率化が進んでいることが分かる。環境ライセンス交付
の迅速化（簡素化）は、環境と開発の共存に帰結すると思
うところ、改正の流れを止めずブラジルが「持続可能な開発」
を目指して成長を続けることを願い締めとしたい。

●特集● 環境の世紀 主役はブラジル

評価 改革事例

○ 環境ライセンスを交付する管轄機関を明確にする

複数の機関からライセンスを取得する必要はあった
→管轄機関を一つに限定する法案（補足法 140/11）より交付を迅速化

△ 水力発電事業の中で問題になり易い生態系変化に関する議論を避ける

自然地区・生物多様性を保護する部門を Ibama ※1 から切り離す
→組織改編（ICMBio ※2 設立）はされるも、期待された事業促進につながらず

× 審査迅速化の為、Ibama をライセンス管轄機関から外す

ライセンス交付権限を Ibama から大統領直轄の CDN ※3 へ移行させる試み
→ 2007 年に様々な懸念から、同関連法案は廃案となる

※1 ブラジル環境・再生可能天然資源保全院（連邦レベルで環境ライセンス交付を担う機関）、
※2 シコ・メンデス生物多様性保全院、※3 国家防衛委員会

表 1：環境ライセンス改正を目指した過去の事例
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図 1：2013 年大規模デモ参加者の要求
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西部アマゾンにおける
アグロフォレストリー
普及活動

定森 徹
（ NPO クルミン・ジャポ
ン代表［法人設立準備中］
/NPO 法人 HANDS プロ

ジェクトスタッフ）

10

　アグロフォレストリー普及プロジェクト？あんまり見
込み無いんじゃない？世界中、いろんなところでやられ
てたけど、あんまりうまくいったって話聞かないよ。私
がブラジルアマゾン西部で活動を始めようとしたとき、
環境関連で働いている友人に言われた言葉である。アグ
ロフォレストリー（以下 AF）は、単純化すれば次のよ
うに言える。「二種類以上の植物をお互い影響し合う範
囲に植える農法。ただしそのうち最低一種類は樹木であ
る。」こうした栽培方法のメリットとしては以下が挙げら
れる。
①多品目生産で、収入が安定する。（価格変動があって
もある程度打消しあうので単一品目に頼る場合より変動
が少ない。）
②単一栽培に比べ、病害虫の発生する可能性が低い。
③短期作物との間作 / 混作により、果樹などの永年作物
を少ない資金で植えつけられる。
④環境面への負の影響が単一栽培に比べて少ない。
デメリットは以下である。
①単一栽培に比べ、技術的に難しい。
②混植により、作業効率が低下する。
③継続されない / 普及しないケースが見られる。
　私の友人のように AF に関して否定的な見解が少なく
ないのは、主にデメリット③継続されない / 普及しない
というのが原因である。
　現在、パラー州の日系農民が開発したトメアスー式
AF が国内外で注目を集めている。これは「環境貢献」
を強調する余り経済的フィージビリティの弱い、研究者
や普及家の設計した多くの AF に対し、経済性を重視し
た、農民が試行錯誤により編み出した農法（簡単に言え
ば「儲かる農法」）であり、それゆえに面的な広がりが
出ていると言える。
　私はブラジルに 23 年ほど住んでいる。当初、1 年だ
けボランティアとしてサンパウロのファベーラ（スラム）
で働くつもりだったが、そのまま 5 年ほど住み着いて、
貧困地帯でのエイズキャンペーンやエイズ孤児のケアな
どにあたった。スラム住民の多くは農村出身者とその子

孫たちであり、気のいい人々である。しかし失業、貧困、
アルコール / ドラッグ、暴力、犯罪、エイズ、家庭崩壊、
育児放棄などの問題の中で人々は翻弄されながら生きて
いる。その後、数年間の JICA プロジェクト勤務を経て、
2001 年からアマゾン奥地のマニコレ市（九州ほどの大
きさに人口 5 万人ほど）で保健衛生を中心とした活動を
おこなってきた。しかし、保健教育の仕組みを整え、衛
生状況が改善され、中学や高校が村にできても、まだ多
くの人は農村から都市を目指す。その主な原因の一つは、
旧来の半自給農業の将来が見えないからだという事が分
かってきた。どうやったらこれらの人々が村での生活に
希望を持てるのだろうか、どうしたら教育的 / 経済的準
備も無く都市に出て悲惨な境遇に陥らないようにできる
だろうかと考えた中で出会ったのがトメアスー式 AF で
あった。
　アマゾン西部住民はいわゆるカボクロ（ゴム採取のた
めに連れてこられた北東部の貧しい白人系と、先住民の
混血）であり先住民の文化的伝統が強い。その為、果樹
などは植えるものではなく、勝手に生えてきたものを採
取する、種を吐き出しておけば勝手に生える、というの
が現在でも一般的な地域である。
　小規模に活動を始め、トメアスーの方々からのご協力、
JICA からご支援を得ながら次第に対象地域を広げてい
き、現在では数十のアグロフォレストリー・モデル農家
がマデイラ川流域のマニコレ市、ノボアリプアナン市、
ボルバ市に現れてきた。
　今日では CEPLAC（ブラジル農牧供給省カカオ院）、
SEBRAE（中小企業振興サービス）、FAS（アマゾン持
続開発財団）や市政府などとともにカカオを中心とした
AF 普及とカカオの発酵 / 加工技術の向上などを通じた
品質向上と、新たな販売ルート開拓を目指して活動して
いる。
　ブラジルで日系人が確立した農業分野の功績は非常に
大きい。私も微力ながら、半径 200 キロほどにほとん
ど日系人もいない地で、今後も活動を続けていきたいと
思う。
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日伯外交関係樹立120周年・記念出版
『ブラジル日系人経営者・50人の素顔』
の発刊目的とその背景（前編）
サンパウロ新聞社＆カンノエージェンシー共同制作 菅野英明

（ 力ンノエー
ジェンシー代表）

はじめに
　この度、日伯外交関係樹立 120 周年・記念出版として、
サンパウロ新聞社とカンノエージェンシーがタイアップし
て、サンパウロ新聞社から書籍『ブラジル日系人経営者・
50 人の素顔』をこの 8 月に発刊した。筆者は 1985 年に
日本の経済誌の取材でブラジルを初めて訪れて以来、ブラ
ジルで毎年のように取材活動を行ってきた。しかし経済誌
の視点から日系人移民史をみると「日系人の会社と経営者

（社長）」を対象にしたそれなりの本が、1 冊も発行されて
いないことに気が付いた。いわば移民史の隙間があったこ
とは筆者にとっては幸運にも長期的に取組めるテーマにも
なった。
　そこで長年親交のあるサンパウロ新聞社の鈴木雅夫社長
に相談したところ、新聞社の理念と編集方針にも合致する
ということで共同制作として出版することになった。これ
は 2014 年 2 月から 15 年 2 月までの 1 年間、サンパウロ
新聞に筆者が書き連載した「ブラジルで活躍する日系人経
営者」（在ブラジル日系人 40 人、在日日系人 10 人）を書
籍化し、取材時点の記録として残すためにもそのまま掲載（1
部修正及び加筆）したものである。

日系人経営者 40 名
　今回登場する 40 人の日系人経営者は 1 世、2 世、3 世
の経営者だが、その多くは両親や祖父母から受け継いだ日
本精神を経営や生活の場に取り入れて、日本の伝統的な精
神文化を受け継いでいる良き継承者でもある。そこにはブ
ラジルでの経営にとって多くのヒントと知恵も含まれてい
る。日系人経営者の多くは、ブラジルの経営風土と文化に
日本の伝統的な精神文化を加えて、ブラジルに新たな経営
文化の土壌をつくっている。本書を読んでいただくとその
一端が分かっていただけると思う。同時に多くの日系人経
営者はブラジルと日本双方の文化やビジネス習慣に精通し、
しかも欧米やアジアとも多くの取引を行っており、日本人
が考える以上に国際性豊かな経営者が数多く存在している。

在日日系人経営者 10 名
　また 10 人が本書に登場する在日日系人経営者も、その
多くがブラジル生まれの 2 世や 3 世で、ブラジルから日本
への出稼ぎが本格化した 1990 年前後から、日本の地でゼ

ロから起業し商売を成功させている。全員が親から受け継
いだ日本の良き伝統文化を立派に継承しており、また同胞
意識に支えられて、18 万人が住む日本のブラジル日系人社
会に対するボランティア活動でも、様々な支援活動を行っ
ていることで知られる。この経営者層が在日ブラジル日系
社会の第 1 世代としてこの社会をリードしていくことにな
ると思われる。

日系人経営者のエトス
　その日系人の 1 世と 2 世及び 3 世と 4 世の 1 部を中心
にいまも受け継がれているのが、『正直』『勤勉』『努力』『協
和』『礼』『忍耐』『責任』などの日本人の伝統的な精神文化
とともに、『献身』『忠義』『誠』『克己』などといったサム
ライ精神だ。これらの精神文化は、初期移民以来多くの日
系人子弟に受け継がれており、ブラジル国民から日系人に
対する評価に繋がっている。日本からの移民の歴史が 66
年（1974 年）経った頃から日系人はかっての暗いイメー
ジを持った棄民から、『貴民』になり、それが日系人に対す
るブラジル社会からの評価と信頼に繋がった。同時にこの
時期は日本企業のブラジル進出ブームで、人間的にも立派
な日本人が沢山ブラジルを訪問したことも加わった。この
時を挟んでブラジルでは『ジャボネス・ガランチード』（日
本から移民できた日系人と日本人は信用できる）という言
葉が国民の間に浸透した。ブラジルに移民した日系人はブ
ラジル農業近代化のパイオニアであり、ブラジルに教育文
化を持ち込み、『信用』という何物にも変え難い評価と信頼
を獲得してくれたのである。

　こうした日本の伝統的な価値観を重視して、会社や商店
を経営している日系人経営者は日本で考える以上に数多く
存在する。移民社会でかつ人種の坩堝でもある多様性の国・
ブラジルで、地域社会やブラジル発展に貢献し、ブラジル
各地にある日系コロニア団体の日常活動でも欠かせない存
在になっているのがこうした日系人経営者だ。日系人移民
の歴史も農業とともに経済も前面に出てくる時代に入って
おり、ブラジルの大都市はもちろん地方の中小都市や田舎
の町にも日系人経営の会社や商店がブラジル全土に広まっ
ている時代になっている。

日伯外交関係樹立120周年・記念出版

の発刊目的とその背景
サンパウロ新聞社＆カンノエージェンシー共同制作

●特集● 環境の世紀 主役はブラジル
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アバンセは30年前から
日系人呼び寄せ

　「アバンセコーポレーション」という会社名を皆様はど

こかで聞いた事があるだろうか？実はブラジルとは昔から

深いご縁のある会社なのである。アバンセコーポレーショ

ンは総合人材ビジネスの会社で、約 30 年前、まだ「出稼ぎ」

という言葉のない時代から、日本に日系ブラジル人を呼び

寄せて日本企業にコーディネートしてきた歴史がある。

　1985 年、私が住む家の 3 軒隣の A さんがブラジルか

らたまたま帰国してきたある日曜日、愛知県一宮市名物の

喫茶モーニングで偶然出会い、ここから私とブラジルの長

きにわたるご縁が始まったのだ。

お世話した日系人は数千名に
　一度ブラジルに遊びに来ないかと誘われ、興味本位、物

見遊山で訪問したが、当時ブラジルは軍政から民政に変

わったばかりで、実直な日本人気質はこの国の地殻変動に

ついていけず右往左往、後に起こる凄まじいインフレの序

章もあり、日系人の足元には火が付いている状況だった。

そこから始まった私の「日本へ帰ろうビジネス」。「クルザー

ド（当時のブラジル通貨）を捨て、円で人生を立て直そうよ」

というフレーズのもと、家族、単身、夫婦、技術者、農家、

銀行マン、歯科医、弁護士など実に多くの日系人が来日し

た。1 ～ 3 年間働いて帰国、生活再建に成功された日系人

は、私の会社だけでも数千名にのぼる。

1990 年、バブルが崩壊してから 90 年代前半までは幸せ

な来日が続いたが、94 年～ 95 年あたりから風向きが変

わった。97 年の世界通貨危機以降、本格的に始まった日

本の雇用の階層化、その下層に位置付けられた外国人労働

者。ここから日系人の不幸が始まった。「日本人でも大変

なのに」の一言で切り捨てられた日系人、そして 2000 年

の IT バブル崩壊、2008 年のリーマンショックを越えて、

南米日系人約 30 万人の多くが流浪の民として下層労働に

従事、這い上がれない社会に無力感を感じ、刹那的に生き

ているのが現状だ。

大泉町に「日系人逆移民資料館・記念館」
　ご存じの方も多いと思うが、群馬県大泉町は、外国人登

録者が人口の約 14％（特に南米系が多い）と日本でも有

数の外国人の町だ。この大泉町に在東京ブラジル総領事館

の総領事マルコ・ファラーニ氏の発案で「日系人逆移民資

料館・記念館」を立ち上げることになった。そこで長年日

系人と関わり続けている私にお声がかかり、今回のプロ

ジェクトのお手伝いをさせて頂くことになった。

　弊社の所有する施設（旧ブラジリアンプラザ）の 1 階

（400 坪）には、記念館とポルトガル語・スペイン語の書

籍を集めた図書館、日系人自立支援事業者、大泉町観光協

会を置き、2 階（同じく 400 坪）には、アマゾンを見立

てた南米グルメを楽しめるレストランを 15 小間、そして

離婚した女性や働きたくても仕事の無い中高年女性の為の

自立支援、雇用のセーフティネットなどとして活用する計

画だ。建物はほぼ無償だが、運営には水道光熱費、固定資

産税、メンテナンス料、そして最も大きく負担がかかる初

期の改装費が必要となる。できれば高齢化が進んでいる日

系人の為の老人ホームや不登校の子供の為のフリースクー

ル、障がいのある子供の為の児童デイサービスも近くに建

設したいと考えている。

日系人を捨て去らないように
　日系人人材派遣会社大手の N 工業株式会社もご賛同く

ださり、建物を 1 ～ 2 棟無償貸与してもよいとの申し入

れも受けている。この記事を読まれた皆様も、南米日系人

の人達の事を少しだけでも心に留めていただき、周りの人

への声掛け、大きな輪で彼らを捨て去らない、温かい社会

創りに関わって頂ければ幸甚である。

林 隆春
（株式会社アバンセコーポレーション代表取締役）

　1998 年、日本人が設立し日系人が育てた南米銀行は経営

が悪化し、スダメリス銀行に買収された。日系社会にとって

は寝耳に水の話で当時は日本人、日系人に衝撃が走った。南

米銀行は日本人・日系人、日系社会のための日本人による銀

行として設立され、職員は徹底的にこの思想を叩き込まれた

という。その一例が、銀行員は毎月の給料から日系社会へ拠

出する資金を天引きされたという。この経営理念が浸透して

いた南米銀行は日系社会のバックボーンとして日系諸団体を

支援していただけに、いまだにその後遺症を引きずっている。

　しかし、スダメリス銀行に吸収された時に残った資産や関

係会社によって同年 10 月宮坂国人財団が設立された。宮坂

国人は戦前、日本政府が設立した海外移住組合連合会が造成

したバストスをはじめとする移住地を管轄するブラジル拓殖

組合の最高責任者として来伯し、南米銀行の創設者として日

系社会のみならずブラジル社会にも影響力を持った。同財団

は南米銀行の思想を引き継ぎ、ブラジルと日本の融和を目的

に、文化、教育、スポーツ、環境など様々な分野で日系団体

等への支援を行っている。

　その一方で、同財団は独自のプロジェクトを温めてきた。

「イミグランテス・エコロジコ公園（Parque Ecologico 

Imigrantes）」整備プロジェクトだ。森林と多様な生態系保

護の取り組みを進めるため、自然との触れ合い、環境教育の

場を提供するもの。サンパウロ市とサントス市を結ぶイミグ

ランテス街道 34.5 キロ地点、サンパウロ市の中心からわず

か 30 分。サンパウロ市の水瓶ビリングス湖に近い街道沿い

のこの周辺は大西洋岸原生林。ブラジル北東部から南部まで

広がっていた大西洋岸原生林は伐採のため激減し、現在は断

片化された 7.3％が残るだけとなった貴重な自然林だ。

　この土地は南銀系のプロヅトーレス倉庫会社が倉庫用地と

して購入したものだが、その後保護地区となったため、環境

保護に役立つ同プロジェクトを立案した。「移民を受け入れ

たブラジルに感謝し、日本人や日系人が発展のために伐採し

た森林を少しでも還元する気持ち」（同財団松尾治執行理事）

と同事業の目的を説明する。土地の面積は 48 万㎡で、うち

構造物の設置面積は 3000㎡。　

　今回のイミグランテス公園計画は同財団による最初の事

業。2008 年の日本移民 100 周年記念事業として 05 年ごろ

に構想されたが、設計の変更、予算の再検討や州環境保護局

の許可取得に時間がかかっていた。構想から約９年が過ぎた

昨年 11 月に州の認可が下り、今年３月から正門の建設工事

が行われている。　

　ガソリンポストに近接した正門は高さ６×幅・奥行 12.5

メートル。そこから森林内を通る約 500 メートルの遊歩道

と高台への階段・ケーブルカーを設置する。高台には「セル」

と呼ばれる八角形の建物３つを設置、多目的ホールやデジタ

ル図書館など環境教育、研究・調査の場として利用される。

セルの先の自然の山道では 街道の喧騒から離れ、原生林の

豊かな自然を肌で感じられるように工夫されている。施設全

体が車椅子での訪問者にも対応した設計となっている。環境

への配慮のため、自然エネルギーを利用し、雨水、下水を採

取・再利用。最小限伐採した樹木は正門の敷地に植え直し、鉄、

木材などの資材は再生資源を使用する。通路デッキに使われ

る木材は再利用プラスチックを混合したもので、現場を監督

する技師は「100 年もつ」と自信を見せる。

　すでに正門付近は完成、遊歩道の整備、セル建設の順に工

事を進める。順調に行けば来年末に完工の見込みだ。開園後

は無料で訪問者を受け入れるが、 管理の関係から予約制とし、

小グループごとに案内役が同行する形を考えているという。

　工事・維持費を合わせた総費用は約 1350 万レアル（約 5

億 4000 万円）。同財団の事業活動を担当するサンタ・エル

シリア社が 500 万レアルを先行出資しており、同財団で今

後企業等への後援呼びかけを本格化させる考えという。

環境保護教育推進のための
イミグランテス・エコロジコ公園
宮坂国人財団が独自プロジェクトとして
来年末の完成急ぐ 鈴木雅夫

（サンパウロ新聞社編集局長）

連載・ブラジル現地報告BRAS
IL
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1995年 11月 6日　　
ガリア・サンパウロ市長と

1995年
ブラジルの仲間と
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ビジネス法務の肝

連載

民事訴訟の日伯協力と
横たわる諸問題 メルコスールへの

優位なアクセスと
関税軽減　8 月17日から 20 日、サンパウロ大学にて『日本ブラ

ジル国際シンポジウム』が開催された。主催はサンパウ
ロ大学、ブラジル日本比較法学会、慶應義塾大学、そし
て日本ブラジル法律・文化協会。『「法と文化」による新
たな日伯交流関係の構築に向けて』をテーマとした日伯
外交樹立 120 周年認定事業である。
　私も司法共助（（裁判手続きのために他国機関と協力
する活動）につき講演したがその一部をここにお伝えす
る。その他の興味深いテーマについても別途ご報告の機
会を得られれば幸いと考えている。

多国間条約は未整備。司法共助協定が必要
　家族が遠く離れて暮らすうちに、法的紛争が起こり得
ることは古今東西共通と思う。日本とブラジルという、
地球の反対側にある二つの国で離れて暮らすうちにトラ
ブルが頻発する事は想像に難くない。例えば、夫が日本、
妻子がブラジルにいるケースを想定した場合、妻子の夫
に対する扶養請求権や離婚後の養育費請求権を行使した
いとの事態は十分発生する。その場合、法的に安定した
紛争解決制度の存在は、身分秩序の安定と生活維持の上
で極めて重要であり、近代に於いて整備が行われてきた
所以である。
　ところが、日本とブラジルの間には、多国間条約とし
ての民事訴訟条約、送達条約、証拠収集条約が未だ締結
されていない。また、米国や英国との間のように、領事
館が相互に接受国にあるすべての者に対して、裁判上の
文書送達や自発的な証言を認める領事条約も二国間では
未だ締結されていない。 
　振り返れば、1940 年両国は裁判所間で民事事件に関
する書類の送達及び証拠調べにつき司法共助を開始し
た。また、嘱託書類の送達または証拠調べに要する費用
は嘱託をした裁判所の属する国の国語の翻訳を添付すべ
きものとした。1953年にはブラジルから日本に対して、
この内容が有効であることが通告された。1963 年、日
本の最高裁判所から高裁・地裁に対し、送達にかなりの
時間を要するため、期日指定に際しては配慮するよう通
知がなされた。1991 年、日本の裁判所からブラジルの
裁判所に対して、証拠書類の送達及び証拠調べの嘱託を
するに際して必要となる翻訳料は日本文 1 枚について
30 米ドルを予納との通達がなされている。

時間がかかる両国間の民事訴訟送達

　しかし、今なお両国間の民事訴訟における送達では、
平均 1 年 4 ヶ月を要しているとの報告や 2 年、4 年掛っ
たという事例報告がある。欧米主要国間では平均 3、4 ヶ
月との報告があり、その乖離はあまりに大きい。
　日本から見た場合、手続きとしては外交ルートが介在
する。在ブラジル日本国大使館宛にブラジル人の宣誓翻
訳人によって翻訳された送達の嘱託書を原本に添付して
送付し、ブラジルの外務省に依頼してもらう。ブラジル
外務省はこれを連邦司法高等裁判所に託し、同庁長官か
ら連邦検事総長の意見を求めた後、異議がなければ対象
者の居住する州の最高裁判所へ、更に地域を管轄する民
事裁判所へと嘱託し、最終的には管轄裁判所の司法執行
吏が直接本人に送達する仕組みとなっている。送達証明
書は、同じルートを逆に遡って日本国内の管轄裁判所に
送付される。
　ブラジルから見た場合の手続きだが、通常の民事事件
は各州の裁判所で審判される。例えば、ブラジルの妻や
両親が在日の夫や子供に扶養料支払いの請求をすると、
裁判官は次回期日を 1 年半ないし 2 年後に指定した上
で日本へ裁判嘱託を行う手続きをする。この裁判嘱託書
はまずブラジリアの法務省担当課へ送付され、所定手続
きの後、ブラジル外務省担当課に送られる。ブラジル外
務省は、これを外交行嚢に入れて在京のブラジル大使館
に送る。在日ブラジル大使館は日本国の外務省へ届け、
最高裁判所経由で被告居住地の地方裁判所へ送られる。
ところが、既に転居した場合や住所表示が間違っていた
場合には、不在付箋を貼付して同じルートを逆に遡って
ブラジルへ戻ってしまう。

IT 技術の積極的導入も
　遅延改善の必要性は言を待たない。改善のためには正
式な司法共助協定の締結などと共に、窓口期間を法務
省なりに一本化し効率を図ることが検討されるべきと思
う。日本、ブラジル両国の司法交通の迅速化はビジネス
上も重要であり、IT 技術の積極的利用も取り入れなが
ら運用を改善してくことも肝要と思う。
　なお、ブラジル側の事情については、サンパウロ住在
のカズオ・ワタナベ弁護士、二宮正人サンパウロ大学教
授からの情報提供に負うところが大きい。御礼を申し上
げるとともに記してご紹介させて頂く。

エドアルド・　
ヴィトール

（トムソン・ロイター  
ＧＴＭサービスグローバ
ルヘッド）

フェルナンド・
マグリ

（トムソン・ロイター  
ＧＴＭサービスアライア
ンスマネージャー）

　過去 2 回の連載において、輸入に関する間接税制度が極
めて複雑であることから生じる「ブラジルコスト」と呼ばれ
る高コスト構造を始めとした、ブラジル進出企業が遭遇する
ビジネス障壁の紹介とその対策としての特別関税制度の活用
を紹介した。今回は、ブラジルへのビジネス進出が、さらに
南米南部共同市場（メルコスール）での優位なビジネスチャ
ンスをもたらす点を紹介する。

ブラジルへの投資価値は中小企業にも

　国土の面積が 850 万平方キロメートル、海岸線の長さが
7400 キロメートル、人口が約 2 億人の大陸国家。これが
ブラジルであり、この数字の大きさに加えて、投資機会の増
大及び多様化が様々な外国企業家にとって魅力あるビジネス
チャンスをもたらしている。
　その将来性を窺わせるものを幾つか挙げるとすれば、ブラ
ジルは今日既に世界有数の携帯電話の市場であり、また牛肉、
鶏肉及び大豆の世界最大の輸出国の一つでもあり、自動車と
エタノールの生産も世界の上位を占め、当国は大企業のみな
らず中小企業にとっても大きな可能性を秘めた国と言える。
更にブラジルに投資することにより、同国が BRICs( ブラジ
ル、ロシア、インド、中国。南アを入れる場合もある ) の構
成国としての役割に加え、メルコスールへの重要な戦略上の
入り口としての位置づけを得ることになる。最近の調査では、
世界のビジネスチャンスのうち優良な部分をブラジルに見い
だすことができるとしている。

メルコスールで関税負担を軽く

　メルコスールは、正加盟国としてブラジル、アルゼンチン、
パラグイアイ、ウルグアイ、ベネズエラ（2012 年に正式に
加盟）とボリビア（加盟手続き中）が、又準加盟国としてチリ、
コロンビア、エクアドル、ペルー、ガイアナ、スリナムが参
加している。当ブロックは世界で 4 番目の経済ブロックで
あり、GDP の合計は 3.2 兆米ドルに達し、その内の 70%
をブラジルが占めている。メルコスールの砂糖の輸出は世界

第 1 位、大豆の生産・輸出も世界第 1 位、牛肉の生産は世
界第 1 位輸出は第 2 位、ワインの生産は世界第 4 位、米の
生産は世界第 9 位、小麦とトウモロコシの生産と輸入も世
界の上位に入る。
　メルコスールの域内貿易は増大を続けている。この域内貿
易でのブラジルの全正加盟国に対する収支は黒字であり、ブ
ラジルに有利に推移している。ブラジルの当ブロック内での
全輸出の 87% を工業製品が占めている。
　現在、メルコスールは、加盟国と他の諸国との間の通商拡
大に関して 9 件の貿易協定を締結しており、これら国々の
間で商品とサービスの自由な市場アクセスを容易にし、関税
負担を軽減し、技術・生産・社会の開発の促進に寄与している。

ブラジルはメルコスール進出への手助け役に

　ブラジルは、当経済ブロックを構成する国々のリーダーで
あることから、他国のメルコスールへの進出のファシリテー
ター（手助け役）であり、加盟国に隣接した場所への企業設
置を容易にする国土の立地条件を有し、バラエティーに富ん
だ製品の供給も可能である。
　南米大陸は、継続的な大規模開発を保証す豊富な天然資源
と広大な領土を有する。当地域の大きな潜在力は世界の主要
な地政学的潮流において関心の的となってきた。
　2014 年に発表されたブラジル政府の計画は、南米、ラテ
ンアメリカ及びカリブとの貿易振興と生産統合による地域統
合を優先し、メルコスール、南米諸国連合（UNASUL）及
びラテンアメリカ・カリブ諸国共同体（CELAC）を強化す
るというものである。
　2015 年 1-3 月期における、基礎製品、半製品及び工業
製品の、ブラジルからメルコスールを含む国際市場への輸出
について、地域別比率を見ると、特に工業製品の輸出におい
ては、1/4 がメルコスールで占められている。ブラジル市
場が自らの有する市場潜在力に加え、メルコスール加盟国と
の統合により、安全と継続的成長の可能性に投資しようとす
る者に対して、特別な存在感を示すものと我々は確信する。

（データの詳細は、当協会のホームページでご覧いただけます）

連 載 ★ 税 務 の 勘 ど こ ろ ③

松田純一
（弁護士。松田綜合
法律事務所所長）
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ポルトガルが植民地を広げていった過程でその言
語を現地住民に押し付けたが、そうした強制に

よる言語学習といった歴史的背景はもはやなくなって
いる。そうした時代背景とは異なる今日において、多
くの国々でポルトガル語に対する関心が高まっている。
その結果、何故、日本の若者たちがポルトガル語を勉
強したいのか、また、学習するうえでどのような点が
問題となっているか、と多くの人たちに聞かれること
になる。第一の質問に対する答えは、多様である。ブ
ラジル音楽が好きだから、とか、サッカーが大好きだ
から、という者もいれば、以前ポルトガル語を話す人
と知り合いになったから、といった者もいるし、ブラ
ジルないしはポルトガル、あるいはアフリカのポルト
ガル語圏諸国への日系進出企業で働きたいから、と答
えた者もいる。なかには、ポルトガル語学科に入った
理由をはっきり説明できない者までいる。こうしたい
くつかの例をみただけでも、ポルトガル語への関心は
多様であり、単一の答えがあるわけではない。

第二の質問は、多くの要因を含んでいるので、い
ささか複雑である。周知の如く、世界のどの国

でも、ある一定の人たちにとっては第二言語の習得は
実に容易であるが、そうでない人たちにとっては、あ
る程度のレベルまで学習するのでも相当の努力を必要
とする。米国の教育心理学者ハワード・ガードナー
（ハーバード大学教授）の多重知能論を持ち出すまでも
ないが、昔から進められてきた人間知能の研究理論に
よれば、全ての人が同じような関心や能力を有してい
ることはなく、学習にあたっても同じやり方で進める
こともない。音楽に特異な才能を示す者もいれば、物
理学や数学に能力を発揮する者もいる。と同時に、第
二の言語を学習するのに大変苦労する人もいる。こう
した点を勘案するならば、第二言語を学習するにあた
り人並み以上の努力をしなければならない、というの
は、欠点ではないし、知能不足とみなすべきではない。

私自身のささやかな経験からもいえることだが、外国
語の教師は次のような点を常に心に刻んでおくことが
極めて重要である。すなわち、「外国語を学習する学生
を、できる学生と、できない学生とに分けようとする
ならば、そんな試み自体が、プロとしての心構えが欠
如していることを如実に示している」ということだ。“普
通の ”学生の場合、学習のプロセスは各個人の歴史的・
社会的条件と深い関係があり、同時に、その個人が学
習するために知能を集中したり心の準備をしたりする
ことを意味する。要するに、学習が行われるためには、
まずなによりも、生徒には学習意欲がなければならな
いのである。一方、教室においては、学生自身の頭の
なかから自発的ななものが出てこない以上、教師の側
から、習得のプロセスを意義付けるコンテキストを創
り出したり、どのような手順をとったらその時々の状
況に対応できるか、を判断できるようにサポートした
り、あるいは、学習レベルが進展するために、更なる
手助けが必要な生徒たちを識別する、といったことは、
教育のプロとしての最低限の義務である。

セルマ・マルチンス・セスタロ教授（サンパウロ
大学教授）が、その著『外国語教育：歴史と方

法論』（2008 年）において主張しているように、「経済
的な理由であれ、社会的な理由であれ、商売上の理由
であれ、軍事的な理由であれ、どんな理由であっても、
別の言語の話者とコンタクトする必要というものは大
昔からある。」従って、学生がみせる関心がどのような
ものであれ、教師はプロとしての役割を有しているこ
とが重要であり、言語学習が成功するには、学習意欲
がなければならない、ということを学生が理解するこ
とが重要である。

（編集部注：ピシテリ教授はマトグロッソ連邦大学講師で専攻は
社会学。東京外国語大学の客員教授職は二期目。ちなみにパラ
ナ州出身のイタリア系だ。）

ポルトガル語学習
その理由と問題点 エリゼウ・ピシテリ

（東京外国語大学客員教授）
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　ブラジルのとある大都市の国内線出発ロビーから飛び
出した私は大慌てでタクシー乗り場に行き、タクシーに
飛び乗った。「部屋にノートパソコンを置き忘れたのを取
りにいく。搭乗手続きをしてしまったので 40 分以内に
戻りたい。なんとか頼む」そう言って、運転手に行き先
の住所を伝えた。日焼けして目つきの鋭い運転手の髪に
は白いものが多い。60 歳ぐらいだろうか。冒険活劇映
画にでてくる海賊船のシルバー船長のような雰囲気だ。
　「オレは道をよく知ってるからまかせときな」。しわが
れた低音でそう言われてしばらくして、メーターの金額
が普段の２倍くらいのペースで増えていくのに気がつい
た。地元の新聞で「メーターに細工をしている運転手が
いる」との記事を読んだのを思い出したが「今更降りら
れない」と観念した。タクシーは片側２車線の道を猛ス
ピードで突っ走り、クラクションを鳴らし、タイヤをき
しませながら、右へ左へ、先行車を追い越す。「映画の
カーチェイスそのものだね」「Ｆ１みたいだ」と、こち

らが叫ぶたびに、シルバー船長は「どうだ」、「見たかい」
と自慢げに振り返る。「中南米のほとんどの国でタクシー
に乗ったけど、あんたのハンドルさばきはナンバーワン
だね」と言うと、「そうか、そんなにうまいか」とまん
ざらでもない様子。
　30 分後、空港に戻った時、メーターは 78 レアル。シ
ルバー船長はきまり悪そうな顔で「ええと、このメーター
は壊れているんだよ。料金は 39 レアルだ」と言う。39
レアルにチップをかなり上乗せして払った。メーターが
本当に壊れていたのかどうか知るよしもない。乗った時
の彼のいかつい表情は、降りる時には人懐こい笑顔に一
変していた。
　相手が困っているとみると、全力を尽くす。ほめられ
ると喜ぶ。初対面でもすぐうち解け、仲良くなった人に
高い値段をふっかけるなんてとんでもない。ブラジル人
の底力と人間臭さを感じたこの時のことが忘れられな
い。

タクシーで見たブラジル人の底力
ジャーナリストの旅路

藤原善晴
（読売新聞元リオデジャネイロ特派員　８５年同社入社、アジア総局

（バンコク）、ハバナ支局、ローマ支局などを歴任。現在東京本社文化部）

Eataly, サンパウロ初出店の衝撃 小西智子
（サンパウロ在住主婦）

　2015 年 5 月末、イタリアはもとよりニューヨークやドバイ
など世界各地に店舗展開するイタリアの高級食材店 Eataly 南
米第一号店がサンパウロにオープンした。Eataly のコンセプト
は最高級食材を一堂に集め、消費者が食し、購入し、またイタ
リア料理について学ぶ場を提供することである。また、スロー
フード運動の支援を受け、地元の食材を積極的に取り扱う店と
なっている。
　開店後初めての週末。駐車場に入りきれない買い物客が遠方
に車を止めて、店舗まで行列を作って歩いている。こんな光
景はサンパウロ市内ではあまり見かけない。3 階建て、総面積
4,500 平方㍍の店内は、約 7,000 点の商品が並び、レストラン、
料理講習会用の調理スペースがあり、広大な食のアミューズメ
ントパークといった感じだった。
　店内はサンパウロ中のお金持ちが集結したのではないかと思
うほどの大混雑。長蛇の列の待ち時間も楽しくおしゃべりで過
ごしてしまうブラジル人たちでフードコートも大繁盛。店内奥
には薪窯で焼かれたパンが。早速買ってみたがサンパウロでも

こんなパンが食べられるようになったんだ、というクオリティー
の高さだった。
　意外だったのは、単にパスタやトマト缶、ワインなどのイタ
リア直輸入品が並ぶおしゃれな店、という予想を裏切り、野菜
売場にはシュシュ、ジロなどのブラジル野菜も並び、国産の食
材が数多く販売されているということである。国内各地の厳選
された材料を使い、保存料などの添加物を一切使わず誠実に作
り上げたケチャップ、はちみつなど、ブラジルの埋もれた逸品
を発掘し、陳列しているという点は評価できる。
　日本では “ 地産地消 ” が叫ばれ、各地の伝統的食文化を見直
す機運が起こって久しいが、ブラジルでは昔から家庭で食べ続
けられてきたフェイジョン豆や青菜の炒め物、キャッサバなど
が以前ほど食されなくなり、代わって出前のピザ、冷凍ラザニ
アなどが食卓に並ぶことが多くなってきたと聞く。この出店を
きっかけに、隠れた地元メーカーにも消費者の関心が寄せられ、
世界最大のイタリア移民社会を有するブラジルから新しいブラ
ジル版イタリア料理が生まれ、広がればいいと思う。
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　何年か前のことだったが、ユダヤ系ポーランド人歴史
家アイザック・ドイッチャーの『非ユダヤ的ユダヤ人』（岩
波新書）を再読した時、この概念を勝手に流用・拡大解
釈して、“非ブラジル的ブラジル人”を想定したら面白い、
と思ったことがある。ドイッチャーは、「ユダヤ人社会
の限界を乗り越えた」異端者、「伝統主義や民族主義を
超えて自由になったユダヤ人」を、“非ユダヤ的ユダヤ
人”と呼称し、具体的には、スピノザ、ハイネ、マルクス、
フロイト、トロツキーといった哲学者や思想家について
論述していたが、ユダヤ人でなくブラジル人にこの概念
を適用したら、既定のブラジル人社会の枠や国境を越え
て活躍し国際的な影響力を有するブラジル人を“非ブラ
ジル的ブラジル人”を呼べるだろう、と考えた次第だ。
　では、具体的には、誰が“非ブラジル的ブラジル人”
の候補者だろうか、と考え始めて、すぐ思いついたのが
報道写真家セバスチャン・サルガドであった。パリを拠
点としながら、アフリカや中南米をはじめ世界中の貧困・
格差・民族殺戮といった社会的経済的不公正をモノクロ
写真のリアリズムで静かに告発してきたサルガドは、凡
庸な政治家よりははるかに国際的な影響力を有している
からだ。
　筆者にとっての最初の“サルガド・ショック”は、
1970 ～ 80 年代、当時世界最大の露天掘り金山であっ
た、アマゾン内陸部のセーハ・ペラダで蠢く数万のガリ
ンペイロ（金堀労働者）たちを広角で一枚の写真に記録
した、あの写真を見た時だった。ブラジルの金鉱やバン
グラデッシュの船舶解体現場で働く、世界 23 か国の労
働者の姿を収めた『Workers』(1993 年 ) の序文で、「こ
れらの写真は、ヴィジュアル・アルケオロジー（視覚考
古学）の試みである。歴史は、抑圧と屈辱と災難の終わ
りのない循環である一方、人類が生き残る能力を指し示
す大いなる遺言でもある。」と書いたサルガドは、写真
家というよりも哲人であった。
　パリ大学経済学博士課程を修めたエコノミストとして
国際コーヒー機構においてアフリカなどの農業経済の論
文を書いていた彼は、経済データばかりをレポートする
ことに根本的な疑問を持ち、報道写真の世界に入って
いく。「アフリカは最大の理解を必要とする大陸だ」と

の主張を具体化した写真集
『Africa』(2007 年 ) の 序 文
を書いたのは、モザンビー
クの代表的作家ミア・コウ
トであったが、ルアンダに
おける民族間殺戮に絶望し
たサルガドが、苦悩の末、被写体として新たに選んだの
が地球の多様な自然環境で、その成果を『Genesis』と
して発表したのが 2013 年であった。
　そして 1998 年から取り組んでいるのが、自分の出身
地ミナスジェライス州アイモレ郡における自然林回復運
動である。10 数年かけて数百万本もの植林を実施してき
た成果は、枯渇していた水源の回復による川の再生、元
来の生物多様性の復活となっている。
こうしたサルガドの半生を、本人や関係者の膨大な証言
と実際の撮影現場の記録、彼の写真作品のフラッシュバッ
ク、といった複数の手法で複合的に要約・構成したのが、
8 月 1 日から全国公開されている、ドキュメンタリー映
画『サバスチャン・サルガド　地球へのラブレター』だ。
この 110 分に編集された記録映画はとてつもなく感動的
な労作である。
このドキュメンタリーの共同監督は、ヴィム・ヴェンダー
スとジュリアーノ・サルガドの二人。いうまでもなくヴェ
ンダースは、『ベルリン・天使の詩』（1987 年）、『ブエナ
ビスタ・ソシアル・クラブ』（1999 年）などの話題作を
発表してきた巨匠であり、ジュリアーノは、サルガドの
長男だが映像作家としては手堅い仕事をしてきている。
　かつて軍事政権から危険分子とみなされ、一方、米国
左派論壇の旗手スーザン・ソンタグからは、悲惨を商業
化していると糾弾されたサルガドの関心はまたブラジル
に戻ってきているようで、ミナス州アイモレおける自然
林回復運動と並行して、先住民の記録にも注力している。
彼は「サンパウロにおける最大の貢献者は、イタリア人
や日本人だといわれるが、本当に貢献したのは先住民イ
ンディオなのだ」とまで語っている。
　ちなみに、この重厚なるドキュメンタリー映画の原題
は「地の塩」である。いうまでもなく、新約聖書のマタ
イ福音書にあるキーワードである。

連載 文 化 評 論

ドキュメンタリー
『セバスチャン・サルガド
地球へのラブレター』を観る

岸和田仁（『ブラジル特報』編集人）
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最近のブラジル政治経済事情（外務省中南米局提供情報並びに現地メディア報道他より）

各地の貯水量、若干改善
　ONS( 全国電力管理システム ) のデータによれば、7

月末現在の各地の貯水量（満水時との比較パーセント）

水準は、特に南部において改善されている。南部は前月

比 33.1% 増の 96.8% とほぼ満水状態となったが、南東

部は 1.3％増の 37.4％にとどまっている。北部も 75.6%

と懸念する必要はないが、一番問題なのが東北部の

22.5% という低レベルである。特に、南米最大の人造湖

ソブラディーニョは 15.94% に過ぎず、3 月時点の 17%

よりも水位が下がっており、ノルデスチ地方の水事情は

依然として大変厳しい。また、南東部でもサンパウロ州

は厳しい状況が続いており、特にサンパウロ市の“水瓶”

であるカンタレイラ貯水池周辺の、1 月から 7 月までの

累計降水量が昨年同期比 68% 増となったにも拘わらず、

同貯水池の 7 月末貯水量は 14.5% であり、昨年同期の

15.3% よりも悪化している。とはいえ、全国レベルでみ

れば、ブラジルの貯水事情は、一息ついたという見方も

出てきている。　

リオ五輪関連工事の順調な進捗状況
　来年度のオリンピック・パラリンピック開催を一年後に

控えた 7 月末、主要各紙誌は工事の進捗状況についての

記事を掲載している。例えば、Veja誌（8月5日号）は、ま

ずロンドン五輪の事例を取り上げ、2011年7月末時点の

オリンピックパーク工事進捗率は 88%であったが、リオの

オリンピックパーク（競技場や選手村）の工事進捗は 80%

と順調である、と両市それぞれの航空写真を大きく掲載

したうえで、報道している。もっとも同誌らしく、皮肉っ

ぽい文章で、「想定外のことが起きた」、「五輪関連工事が

順調にいけば、リオのエドゥアルド・パイス市長は次期

大統領選挙に出馬する可能性も出てきた。こうした政治

ゲームはともかく、不祥事続きの昨今、ここまではリオ

の（五輪＆政治）ゲームはうまくいっている、というニュー

スは珍しくグッド・ニュースである」と記している。

　但し、懸念点が大きく二つある。一つは、ヨット競技

の行われるグアナバラ湾の水質汚染問題だ。公約では、

五輪開催時には 80％まで浄化することになっているが、

うまく進んでも 65％までいくかどうか、疑問視されてい

る。もう一点は、交通インフラ関連だ。イパネマとオリ

ンピックパークを結ぶ地下鉄 4 号線の延長工事も、デオ

ドーロ会場とオリンピックパークをつなぐバス専用レー

ンの工事も、遅延しており、このままのペースでいくと

来年 6 月ごろまでに完成するかどうか微妙だ、という見

方が出ている。

新たなロジスティクス投資計画
　6 月 9 日、ルセフ大統領は、今次政権のポジティブ・

アジェンダの一つとして、新たなロジスティクス投資計

画を発表した。概要以下のとおり。

１．伯政府による公表概要

（１）9 日に大統領から発表された新たなロジスティク

ス投資計画（PIL）は、伯経済が成長を取り戻すための

伯連邦政府の主要な戦略の一つである。新たな計画は、

2012 年に第一期コンセッションとして開始された伯輸

送インフラの近代化のプロセスを継続する。この計画に

は、1,984 億レアルの投資が見込まれている。

（２）コンセッション・モデルは、サービス水準の保証、

適正な価格、委託事業者の投資やサービスに見合った報

酬のようなことが前提となる。ロジスティクスへの投資

は、国内の農業生産物の効率的輸送、産業における輸送

コストの低減、国内外観光の増加への対応、輸出の拡大

を支える戦略でもある。

（３）投資は、2015 年から 2018 年の間に 692 億レアル、

2019 年以降に 1,292 億レアルが見込まれており、事業

別には、道路事業に 661 億レアル、鉄道事業に 864 億

レアル、港湾事業に 374 億レアル及び空港事業に 85 億

レアルとなっている。

２．計画の全体概要

①計画の目的：経済競争力の向上、増加する農業生産物

の効率的輸送、産業における輸送コストの低減、国内外

観光の増加への対応、輸出の拡大

②投資総額：1,984 億レアルうち 2015 年～ 2018 年：

692 億レアル、2019 年以降：1,292 億レアル

③事業別投資額：道路事業 661 億レアル、鉄道事業 864

億レアル、港湾事業 374 億レアル、空港事業 85 億レアル

財政黒字目標の変更
　７月 22 日、レヴィ財務大臣は、2015 年の財政黒字目

標を GDP 比 1.1％から 0.15％に引き下げる旨の発表を

行った。また、2016 年の財政黒字目標は、これまでの

GDP 比 2.0％から 0.7％に、2017 年は 2.0％から 1.3％

にそれぞれ引き下げ、2018 年に 2.0％を達成するとした。

Ⓒ Sebastiao Salgado
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「世界一のエンブラエル」をもっと前に押し出せ！
　日本人の多くはまだ気付いていない。ブラジルには「世界一」
がたくさんあると思っていても、まさかこんなハイテク分野で、
と驚嘆するに違いない。意外なトップランナーは航空機製造の
エンブラエルである。1969 年の設立だが、国営企業の常でずっ
と赤字垂れ流し。民営化を機に様変わりし２１世紀は快進撃が
続いている。元々欧米の技術を採り入れたとはいえ、ほとんど
は独自技術というからすごい。
　大型旅客機は米ボーイングと欧州エアバスが市場を２分する。
しかし100人乗り前後の中小型機（リージョナルジェット）に
限ると、エンブラエルが「世界一」だ。日本航空機開発協会の調
査では、2014 年の中小型機の確定受注機数は１位がエンブラ
エルの 2297 機、２位がボンバルディア（カナダ）の 1825
機である。実際の運航機数でみても、１位エンブラエルは
1667 機で、２位ボンバルディアの 1297 機を大きく引き離
している。長年のライバルである両社の勝負はついた感がある。
　中小型機では日本の三菱航空機がＭＲＪを開発、受注活動を
始めている。「ゼロ戦」を作った伝統ある企業だが、開発計画が
何度も延期され、社長も交代した。新社長に就任した森本浩通
氏は「2017 年４－６月の初号機引き渡しスケジュールは変わ
らない」とコメントしたが、当初予定からみればすでに３年遅

れだ。６月のパリ航空ショーの商談では、各国のバイヤーから「ま
だ飛んでいないからね」と受注はゼロ。新参者の悲哀を味わった。
　MRJ は 10 年やそこらではエンブラエルに追いつけないか
もしれない。三菱が追いかけてもエンブラエルはどんどん引き
離す。ブラジル側は国立 ITA（航空技術大学）という超難関大
学をつくり、航空機開発の英才を育てている。サンジョゼ・ドス・
カンポスのエンブラエル本社に隣接する ITA の卒業生が同社に
ワンサカ入社してくる。
　日本でもエンブラエルが飛び始めた。2009 年に JAL の子
会社ジェイエアが初めて ERJ170（78 席）を 10 機導入、現
在Ｅ 190（104 席）を含め 15 機に増えた。静岡のフジドリー
ムエアラインズも地方 15 路線に ERJ170 と ERJ175（86
席）を計９機飛ばしている。フジドリームは今年７月、機内の
異常な気圧低下で緊急着陸するインシデントを起こしたが、総
じて「居住スペースが広い」「地上からではなく空港のブリッジ
から乗れる」――など評判は悪くない。
　ジルマ・ルセフ大統領が１２月にようやく訪日するようだ。
支持率が史上最低水準に落ち込み「窮地だ」「弾劾だ」などと陰
口を叩かれているが、胸を張って「世界一だらけの国」をもっ
と押し出したらいい。（W）
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◆◆◆◆◆◆ 新刊書紹介 ◆◆◆◆◆◆
『ボッサ・ノーヴァな建築考』
（南條洋雄著）
　都市デザインと建築の両方面で異彩を
放ってきた建築家は、27歳の時リオに降り
立ち、1975年から 10年間、ブラジルの建
築事務所や大手コンサルで働き、並行して
管弦楽団でバイオリン奏者としても活躍し
た。この修行期間にボッサ・ノーヴァ（新
しい隆起）の洗礼を受けた著者は、その “和
魂伯才 ”ノウハウを身体化し、日本の建築
界に新風を引き起こす。そんな著者が半生
を振り返った本書には、ブラジリア論、ク
リチーバ論も収められている。
（コム・ブレイン　2015年5月　222頁　1,600円＋税）

『ブラジル　この興味あふれる国』
（宮治誠著）
　微生物研究を専門とする医学博士（千葉
大名誉教授）が、熱帯医療の共同研究でブ
ラジルに招聘されたのが 1985 年のこと。

それ以来長年に亘って、サンパウロ、カン
ピーナスばかりでなく東北部各地やアマゾ
ン地域まで足を延ばし、様々なブラジル的
現実と直接向き合ってきた。そうした見聞・
体験を書き綴ったエッセイ群を再構成して
一冊にまとめたものが本書だ。ブラジル産
カラスミ論、ハイパーインフレ体験論など、
興味深い。
（文芸社　2015年 7月　216頁　700円＋税）

『ラテンアメリカ　歴史のトルソー』
（清水透著）
　1984年刊行の『コーラを聖なる水に変え
た人々』を嚆矢とする著作群において、メ
キシコ史やラテンアメリカ史を対象とする
歴史学研究に新風を吹き込んだ清水教授に
よる「ラテンアメリカ論」の講義録を一冊
にまとめたもの。「インディオ」を「インディ
ヘナ」に置き換える愚、メスティソ論の多
義性、などを学びながら、読者は、ブラジ
ルを含むラテンアメリカをマクロ・ミクロ
両面から多元的に把握するための知的試論
を読み進むことになる。
（立教大学ラテンアメリカ研究所　2015 年 3 月　
220頁　非売品）

『ウイダーの副王』
（ブルース・チャトウィン著、旦敬介訳）
　19世紀初め、バイーア出身のフランシス

コ・デ・ソウザは西アフリカのダホメー（現
ベナン）に渡り、奴隷商人として成功し、「副
王」と称されるほどの権勢をふるう。一方
で、バイーアの数千人もの元奴隷たちが西
アフリカに回帰して苦闘していた時、物心
両面の援助をしたのも彼だった。こうした
史実に基づくフィクション物語は 1970年
代のベナンから始まる。アフリカが舞台だ
が、これもまた、広義のブラジル史の一幕
である。
（みすず書房　2015年5月　227頁　3,400
円＋税）

◆◆◆◆◆◆ 新盤紹介 ◆◆◆◆◆◆
『ヴァレリア・ロバォン／
黒と白のノエル・ホーザ』＆
『ヴァレリア・ロバォン／呼び声』
　夭逝した作詞家ノエル・ホーザ（1910-
1937）はリオのサンバの枠を超えたポピュ
ラー音楽（MPB）の基盤を築いた天才であっ
たが、彼の隠れた名曲を掘り起し、新たな
解釈を加えたのが、実力派女性歌手ヴァレ
リア・ロバォンである。二枚組全22曲を、
一曲ごと異なる 22人のピアニストとのコ
ラボで歌い継ぐ、素敵なプロジェクトであ
る。
（ブラジル盤、輸入元LATINA　 2015年 5月　2,300
円＋税、2,750円＋税）

！！「びっくり豆知識」！！
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